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役
場
の
防
災
体
制
の
見
直
し

や
、
住
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提

供
の
迅
速
性
確
実
性
の
確
保
を

は
じ
め
、
今
後
も
必
ず
起
こ
る

東
南
海
・
南
海
地
震
を
含
め
た

大
規
模
災
害
に
対
応
す
べ
く
、

検
証
を
重
ね
防
災
体
制
の
強
化

を
図
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
町
民
の
皆
様
に
も

自
助
・
共
助
・
公
助
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、防
災
意
識
の
向
上
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓

練
の
実
施
な
ど
、
防
災
力
の
向

上
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。防

災
面
以
外
で
は
、
引
き
続

き
観
光
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
歴
史
的
な

町
並
み
と
、
公
に
よ
る
町
家
交

流
館
や
矢
掛
屋
、
民
間
に
よ
る

あ
か
つ
き
の
蔵
と
い
っ
た
古
民

家
を
再
生
し
た
観
光
施
設
と
の

融
合
に
よ
り
、
被
災
直
後
は
観

光
客
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
観
光
客
も
以
前
よ
り
増

加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ベ

ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
協
会
か
ら

矢
掛
町
と
矢
掛
屋
に
対
し
日
本

初
、
ア
ジ
ア
で
も
初
の
分
散
型

ホ
テ
ル
認
証
を
戴
く
な
ど
賑
わ

い
創
出
の
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、
岡
山
県
内
の
経
済
界
を
代

表
す
る
岡
山
武
蔵
倶
楽
部
か
ら

ん
き
な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、

町
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
活
か
し
自
立
し
た
ま
ち

「
一
流
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
は
、
災
い
転
じ
て
福
と

な
せ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
皆

様
の
熱
意
と
お
知
恵
を
頂
き
な

が
ら
、
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
議
会
を
は
じ
め
、
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
健
康
で
充
実
し
た

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

矢
掛
町
長　

山

野

通

彦

2019 年 1月

暑
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
大

勢
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
災
害
に
も
関
わ
ら
ず
、
本

町
か
ら
は
一
人
も
犠
牲
者
が
出

な
か
っ
た
こ
と
は
、
町
民
皆
様

の
お
互
い
を
助
け
合
お
う
と
す

る
援
助
力
と
支
援
力
、
そ
し
て

行
動
力
の
賜
物
と
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
で
は
被

災
直
後
か
ら
災
害
復
旧
を
最
優

先
に
、
総
額
25
億
円
を
超
え
る

補
正
予
算
を
計
上
し
、
災
害
ゴ

ミ
の
処
理
や
、
土
木
・
農
業
施

設
の
修
繕
工
事
な
ど
鋭
意
復
旧

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

被
災
し
た
中
川
小
学
校
は
３
学

期
か
ら
、
中
川
保
育
園
や
中
川

公
民
館
は
３
月
に
は
再
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
被
災

家
屋
の
修
繕
が
完
了
し
て
い
な

い
被
災
者
の
方
も
多
く
お
ら
れ
、

一
日
も
早
く
元
ど
お
り
の
生
活

に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
の

被
災
で
は
多
く
の
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
31
年
の
新
春

を
、
ご
健
勝
で
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
平
素
か
ら
町
政
各
般

に
わ
た
り
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
は
本

町
に
と
り
ま
し
て
、
歴
史
上
最

大
規
模
の
災
害
で
あ
り
ま
し
た
。

７
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

断
続
的
に
降
り
続
く
豪
雨
の
中
、

小
田
川
の
水
位
が
急
激
に
上
昇

し
、
６
日
深
夜
、
小
田
川
の
堤

防
が
３
箇
所
、
原
川
の
堤
防
が

１
箇
所
決
壊
し
、
４
０
０
戸
を

超
え
る
住
家
や
事
業
所
な
ど
が

浸
水
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

各
地
で
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
が

多
発
し
、
１
件
が
全
壊
す
る
な

ど
未
曽
有
の
大
水
害
と
な
り
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
多
く

の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
被

災
し
た
本
町
に
対
し
、
町
内
外

の
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
支
援

金
や
義
援
金
を
賜
り
、
ま
た
猛

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
２
年
後
完
成
予
定

の
ま
る
ご
と
道
の
駅
事
業
や
、

市
街
地
の
無
電
柱
化
、
伝
統
的

建
造
物
群
の
指
定
、
そ
し
て
５

箇
年
計
画
の
矢
掛
町
都
市
再
生

整
備
事
業
の
推
進
な
ど
事
業
展

開
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

認
定
こ
ど
も
園
の
創
設
や
、
町

道
運
動
公
園
線
の
新
設
、
町
営

住
宅
の
建
築
や
住
宅
団
地
の
造

成
な
ど
新
規
事
業
も
推
進
し
ま

す
。
福
祉
面
で
は
国
保
税
の
据

え
置
き
や
、
介
護
予
防
に
よ
る

医
療
費
抑
制
の
取
り
組
み
な
ど

に
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
こ
の
他
、
町
内
６
箇
所
の

ほ
場
整
備
の
推
進
、
浄
水
場
を

始
め
と
し
た
上
水
道
施
設
整
備
、

雇
用
を
創
出
す
る
企
業
誘
致
等

も
継
続
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
「
や
さ
し
さ
に

あ
ふ
れ
　
か
い
て
き
で
　
げ



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え

の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
平
成
最
後
の

年
、
十
二
支
で
は
ト
リ
を
務
め

る
亥
年
、
ま
さ
に
節
目
の
年
で

あ
り
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
る

と
共
に
、
大
き
な
変
化
を
感
じ

ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
７

月
に
は
甚
大
な
豪
雨
災
害
に
よ

り
多
く
の
人
々
が
被
災
さ
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
災
害
か
ら
６
ヶ
月

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
復
興
へ

の
道
の
り
は
今
だ
道
半
ば
で
あ

り
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

前
後
し
ま
す
が
、
昨
年
４
月

に
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
議
選
挙

の
無
投
票
当
選
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
が
ご
心
配

や
不
安
を
感
じ
ら
れ
た
事
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
全
員

が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
を
肝
に
銘
じ
、

期
を
越
え
て
、
町
政
の
た
め
、

日
々
ま
い
進
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
同
時
に
議
会
と
執
行
部
が

両
輪
と
し
て
進
む
た
め
に
は
、

議
会
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

一
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議

会
改
革
と
し
て
、
既
存
の
総
務

文
教
・
産
業
福
祉
・
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
加
え
、
広
報
編

集
委
員
会
を
格
上
げ
し
、
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
に
改
称
し
て

四
常
任
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

た
。
財
源
と
し
て
は
、
い
く
つ

か
あ
る
研
修
視
察
を
廃
止
す
る

こ
と
で
捻
出
し
「
百
度
の
試
案

よ
り
一
度
の
行
動
」
を
合
言
葉

に
議
会
強
化
に
向
け
て
務
め
て

お
り
ま
す
。

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
、

１
９
７
０
年
代
前
半
ま
で
続
い

た
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
ま
さ

に
今
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
へ
と
様
変
わ
り
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
状
況
が
変
わ
れ

ば
施
策
も
変
わ
る
と
い
う
難
し

い
政
治
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
２
０

２
０
年
４
月
の
開
園
を
目
指
す

幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も
園
が
あ

結
び
に
、
本
年
五
月
に
は
新

し
い
元
号
が
発
足
し
ま
す
。
未

来
に
夢
を
託
し
、
今
年
こ
そ
は

災
害
の
な
い
、
平
和
な
一
年
で

あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、議
会
を
代
表
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

り
ま
す
。
女
性
活
躍
社
会
が
進

む
中
で
幼
稚
園
児
は
減
少
し
、

反
対
に
保
育
園
児
が
増
加
し
て

い
く
傾
向
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
認
定
こ
ど
も

園
の
開
園
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
実
態
や
保
護
者
の
事
情
を

考
慮
し
つ
つ
、
幼
児
の
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
形
成
す
る
た
め

に
、自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
、

自
発
的
で
多
発
な
遊
び
を
通
じ

て
、
健
康
な
心
と
身
体
を
育
む

べ
く
、
調
和
の
と
れ
た
基
礎
が

培
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
、
変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
事

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
を
矢
掛
町
で
は

「
一
流
の
ふ
る
さ
と
」
と
い
う

言
葉
に
託
し
、
そ
こ
に
向
か
う

道
筋
を
皆
様
と
共
に
歩
み
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使

命
で
あ
り
、
立
ち
位
置
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
地
方
自
治
の

根
幹
は
福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
し
保
障
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
目
的
達
成
の
た
め
に

は
、
地
方
自
治
の
二
元
代
表
制

を
担
う
首
長
と
議
会
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
、
行
政
運
営
の
批
判

と
監
視
ば
か
り
を
す
る
の
で
は

な
く
、
良
い
意
味
で
競
争
す
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
議
会

と
し
て
、
自
治
の
本
旨
で
あ
る

緊
張
感
を
持
っ
て
事
に
臨
ん
で

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
人
生
百
歳
時
代
を
迎

え
た
今
、
矢
掛
町
で
は
多
彩
な

趣
味
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
心
身
共
に
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
こ
と
で
生
涯
現
役
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

第
６
次
矢
掛
町
振
興
計
画
に

基
づ
き
「
や
さ
し
さ
に
あ
ふ

れ
　
か
い
て
き
で
　
げ
ん
き

な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
議

会
と
し
て
も
最
大
限
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
 　

矢
掛
町
議
会
議
長　

髙

岡

一

万

新年のごあいさつ
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【
１
月
】

　
７
日
　
　  

成
人
式

　
12・13
日
　 

第
２
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア

　
28
日
　
　  

矢
掛
町
消
防
出
初
式

【
２
月
】

　
３
日
　
　  

矢
掛
町
下
水
道
整
備
完
了
記
念
式
典

　
10
日
　
　  

第
１
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
表
彰
式

　
17
日
　
　  

防
災
講
演
会

　
18
日
　
　  

第
30
回
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　
24
日
　
　  

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

【
３
月
】

　
４
日
　
　  

休
憩
施
設
「
桃
源
郷
は
な
し
の
里
憩
い
の
館
」
が
完
成

　
17
日
　
　  

井
原
消
防
署
矢
掛
出
張
所
が
東
川
面
地
内
に
新
築
移
転

　
24
日
　
　  

嵐
山
公
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
開
始

　
25
日
　
　  

第
12
回
宿
場
町
や
か
げ
流
し
び
な
行
列

【
４
月
】

　
１
日
　
　  

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
拡
大
（
保
育
園
保
育
料
が
無
料
に
）

　
７
日
　
　
「
本
池
秀
夫
革
の
世
界
展
」
開
催
（
〜
５
／
27
）

　
　
　
　
　
「
み
か
わ
て
ら
す
」
の
活
動
拠
点
が
美
川
地
区
上
高
末
に
完
成

　
８
日
　
　  

海
棠
ま
つ
り

　
13
日
　
　  

こ
う
ど
会
館
竣
工
式

　
14
日
　
　  

椿
ま
つ
り

　
　
　
　
　  

筆
塚
祭

　
15
日
　
　
「
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
「
和
太
鼓
の
響
き
」
開
催

　
29
日
　
　  

町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　  

町
長
選
で
は
、
山
野
通
彦
氏
が
４
選
。
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

初
の
無
投
票
。

【
５
月
】

　
１
日
　
　  

幼
稚
園
完
全
給
食
開
始

　
５
日
　
　  

吉
備
公
祭

　
24
日
　
　  

町
議
会
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
髙
岡
一
万
議
長
、
花
川
大
志
副

議
長
を
選
出
。

　
26
日
　
　  
宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間（
〜
６
／
４
）

【
６
月
】

　
１
日
　
　  

み
か
わ
て
ら
す
が
運
営
す
る
「
え
ん
が
わ
食
堂
」
オ
ー
プ
ン

　
２
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
ま
つ
り

　
12
日
　
　  

矢
掛
町
と
矢
掛
屋
が
併
せ
て
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」

　
　
　
　
　
（
分
散
型
ホ
テ
ル
）
に
国
内
初
認
定
。

　
18
日
　
　  

毎
戸
地
区
発
掘
調
査
実
施
（
〜
10
／
30
）

　
23
日
　
　
「
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
５
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
開
催

　
28
日
　
　
「
５
日
で
５
千
枚
の
約
束
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
と
災
害

時
の
畳
の
無
償
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

【
７
月
】

　
　
　
　
５
〜
７
日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
。
６
日
に
は
矢
掛
町
で
初
め
て
「
大
雨
特
別
警
報
」

が
発
令
さ
れ
る
。（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
）

　
　
　
　
11
日
に
は
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の
行
啓
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
取
り

や
め
。

　
21
日
　
　  

や
か
げ
郷
土
美
術
館
で 「
山
口
マ
オ
わ
に
わ
に
の
絵
本
原
画
展
」開
催

　
　
　
　
　
（
〜
８
／
26
）

　
26
日
　
　  

青
少
年
海
外
派
遣
事
業（
〜
８
／
６
）

【
８
月
】

　
25
日
　
　  

や
か
げ
小
唄
お
ど
り

　
29
日
　
　  

矢
掛
町
・
県
立
矢
掛
高
校
・
矢
掛
高
校
同
窓
会
と
認
定
特
定
非
営

　
　
　
　
　 

利
活
動
法
人
カ
タ
リ
バ
と
矢
掛
高
校
の
被
災
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

の
協
定
を
締
結
。

【
９
月
】

　
１
日
　
　  

第
６
回
矢
掛
地
域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
８・９
日
　 

防
災
キ
ャ
ン
プ
（
小
田
地
区
）

　
10
日
　
　  

お
楽
し
み
給
食
開
始
（
毎
月
１
回
）

【
10
月
】

　
14
日
　
　  

や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
記
念
「
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
・

　
　
　
　
　 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」開
催

　
16
日
　
　  

岡
山
県
柔
道
整
復
師
会
、
福
井
建
設
工
業
㈱
と
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時

の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

　
20
日
　
　  

や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
24
日
　
　  

矢
掛
町
敬
老
会

　
25・26
日
　 

日
本
水
道
協
会
岡
山
県
支
部
相
互
応
援
参
集・受
入
訓
練

　
29
日
　
　  

矢
掛
町
企
業
同
友
会
と「
お
か
や
ま
元
気
！
集
落
」に
登
録
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　  

る
町
内
の
４
集
落
と
協
定
を
締
結
。

【
11
月
】

　
３
日
　
　  

平
成
30
年
度
矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
　
　
　
　  

が
ん
ば
ろ
う
矢
掛
〜
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
〜
表
彰
式

　
11
日
　
　  

第
43
回
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列

　
　　　　
　
　  

　
旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
酒
蔵
展
示
室
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

【
12
月
】

　
11
日
　
　  

古
民
家
を
再
生
し
、観
光
に
よ
る
活
性
化
を
図
っ
た
取
り
組
み
が
評

　
　
　
　
　  

価
さ
れ「
第
15
回
岡
山
武
蔵
倶
楽
部
大
賞
」を
受
賞
。

　
22
日
　
　  「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ラ
キ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

　
23
日
　
　  

第
20
回
山
ノ
上
干
柿
ま
つ
り

　
28
日
　
　  

旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
西
倉・裏
門・鎮
守
社
美
装
化
事
業
完
了
。

3月  嵐山公園ライトアップ開始

3月  休憩施設
「桃源郷はなしの里憩いの館」完成

1月  第 2回矢掛町ブランド
移住・観光 PRフェア

10月  やかげ文化センター開館20周年記念
「ベルリン・フィル・ヴァイオリン・アンサンブル」

11月  旧矢掛本陣石井家住宅酒蔵展示室
リニューアルオープン

3月  井原消防署矢掛出張所完成

4月  「本池秀夫革の世界展」

4月  町長・町議会議員一般選挙 2月  矢掛町下水道整備完了
記念式典

7月  平成 30年 7月豪雨により甚大な被害

6月   「ブラザーズ５アコースティックライブ」9月  お楽しみ給食開始

12月 「第 15回岡山武蔵倶楽部大賞」
受賞

10月  日本水道協会岡山県支部
相互応援参集・受入訓練



町政ハイライト
2018

町政ハイライト
2018

町政ハイライト
2018

【
１
月
】

　
７
日
　
　  

成
人
式

　
12・13
日
　 

第
２
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア

　
28
日
　
　  

矢
掛
町
消
防
出
初
式

【
２
月
】

　
３
日
　
　  

矢
掛
町
下
水
道
整
備
完
了
記
念
式
典

　
10
日
　
　  

第
１
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
表
彰
式

　
17
日
　
　  

防
災
講
演
会

　
18
日
　
　  

第
30
回
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　
24
日
　
　  

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

【
３
月
】

　
４
日
　
　  

休
憩
施
設
「
桃
源
郷
は
な
し
の
里
憩
い
の
館
」
が
完
成

　
17
日
　
　  

井
原
消
防
署
矢
掛
出
張
所
が
東
川
面
地
内
に
新
築
移
転

　
24
日
　
　  

嵐
山
公
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
開
始

　
25
日
　
　  

第
12
回
宿
場
町
や
か
げ
流
し
び
な
行
列

【
４
月
】

　
１
日
　
　  

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
拡
大
（
保
育
園
保
育
料
が
無
料
に
）

　
７
日
　
　
「
本
池
秀
夫
革
の
世
界
展
」
開
催
（
〜
５
／
27
）

　
　
　
　
　
「
み
か
わ
て
ら
す
」
の
活
動
拠
点
が
美
川
地
区
上
高
末
に
完
成

　
８
日
　
　  

海
棠
ま
つ
り

　
13
日
　
　  

こ
う
ど
会
館
竣
工
式

　
14
日
　
　  

椿
ま
つ
り

　
　
　
　
　  

筆
塚
祭

　
15
日
　
　
「
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
「
和
太
鼓
の
響
き
」
開
催

　
29
日
　
　  

町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　  

町
長
選
で
は
、
山
野
通
彦
氏
が
４
選
。
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

初
の
無
投
票
。

【
５
月
】

　
１
日
　
　  

幼
稚
園
完
全
給
食
開
始

　
５
日
　
　  

吉
備
公
祭

　
24
日
　
　  

町
議
会
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
髙
岡
一
万
議
長
、
花
川
大
志
副

議
長
を
選
出
。

　
26
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間（
〜
６
／
４
）

【
６
月
】

　
１
日
　
　  

み
か
わ
て
ら
す
が
運
営
す
る
「
え
ん
が
わ
食
堂
」
オ
ー
プ
ン

　
２
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
ま
つ
り

　
12
日
　
　  

矢
掛
町
と
矢
掛
屋
が
併
せ
て
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」

　
　
　
　
　
（
分
散
型
ホ
テ
ル
）
に
国
内
初
認
定
。

　
18
日
　
　  

毎
戸
地
区
発
掘
調
査
実
施
（
〜
10
／
30
）

　
23
日
　
　
「
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
５
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
開
催

　
28
日
　
　
「
５
日
で
５
千
枚
の
約
束
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
と
災
害

時
の
畳
の
無
償
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

【
７
月
】

　
　
　
　
５
〜
７
日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
。
６
日
に
は
矢
掛
町
で
初
め
て
「
大
雨
特
別
警
報
」

が
発
令
さ
れ
る
。（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
）

　
　
　
　
11
日
に
は
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の
行
啓
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
取
り

や
め
。

　
21
日
　
　  

や
か
げ
郷
土
美
術
館
で 「
山
口
マ
オ
わ
に
わ
に
の
絵
本
原
画
展
」開
催

　
　
　
　
　
（
〜
８
／
26
）

　
26
日
　
　  

青
少
年
海
外
派
遣
事
業（
〜
８
／
６
）

【
８
月
】

　
25
日
　
　  

や
か
げ
小
唄
お
ど
り

　
29
日
　
　  

矢
掛
町
・
県
立
矢
掛
高
校
・
矢
掛
高
校
同
窓
会
と
認
定
特
定
非
営

　
　
　
　
　 

利
活
動
法
人
カ
タ
リ
バ
と
矢
掛
高
校
の
被
災
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

の
協
定
を
締
結
。

【
９
月
】

　
１
日
　
　  

第
６
回
矢
掛
地
域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
８・９
日
　 

防
災
キ
ャ
ン
プ
（
小
田
地
区
）

　
10
日
　
　  

お
楽
し
み
給
食
開
始
（
毎
月
１
回
）

【
10
月
】

　
14
日
　
　  

や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
記
念
「
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
・

　
　
　
　
　 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」開
催

　
16
日
　
　  

岡
山
県
柔
道
整
復
師
会
、
福
井
建
設
工
業
㈱
と
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時

の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

　
20
日
　
　  

や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
24
日
　
　  

矢
掛
町
敬
老
会

　
25・26
日
　 

日
本
水
道
協
会
岡
山
県
支
部
相
互
応
援
参
集・受
入
訓
練

　
29
日
　
　  

矢
掛
町
企
業
同
友
会
と「
お
か
や
ま
元
気
！
集
落
」に
登
録
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　  

る
町
内
の
４
集
落
と
協
定
を
締
結
。

【
11
月
】

　
３
日
　
　  

平
成
30
年
度
矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
　
　
　
　  
が
ん
ば
ろ
う
矢
掛
〜
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
〜
表
彰
式

　
11
日
　
　  
第
43
回
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列

　
　　　　
　
　  

　
旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
酒
蔵
展
示
室
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

【
12
月
】

　
11
日
　
　  

古
民
家
を
再
生
し
、観
光
に
よ
る
活
性
化
を
図
っ
た
取
り
組
み
が
評

　
　
　
　
　  

価
さ
れ「
第
15
回
岡
山
武
蔵
倶
楽
部
大
賞
」を
受
賞
。

　
22
日
　
　  「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ラ
キ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

　
23
日
　
　  

第
20
回
山
ノ
上
干
柿
ま
つ
り

　
28
日
　
　  

旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
西
倉・裏
門・鎮
守
社
美
装
化
事
業
完
了
。

3月  嵐山公園ライトアップ開始

3月  休憩施設
「桃源郷はなしの里憩いの館」完成

1月  第 2回矢掛町ブランド
移住・観光 PRフェア

10月  やかげ文化センター開館20周年記念
「ベルリン・フィル・ヴァイオリン・アンサンブル」

11月  旧矢掛本陣石井家住宅酒蔵展示室
リニューアルオープン

3月  井原消防署矢掛出張所完成

4月  「本池秀夫革の世界展」

4月  町長・町議会議員一般選挙 2月  矢掛町下水道整備完了
記念式典

7月  平成 30年 7月豪雨により甚大な被害

6月   「ブラザーズ５アコースティックライブ」9月  お楽しみ給食開始

12月 「第 15回岡山武蔵倶楽部大賞」
受賞

10月  日本水道協会岡山県支部
相互応援参集・受入訓練



●
申
込
受
付
開
始
日
　
平
成
31
年
２
月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜

●
受
付
場
所

　
矢
掛
町
土
地
開
発
公
社

　（
矢
掛
町
役
場
２
階 

総
務
企
画
課
内
）

●
予
約
方
法

　
区
画
を
選
ぶ
順
番
を
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

土
地
購
入
希
望
者
は
、
２
月
５
日
㈫
午
前
10
時
ま
で
に
申
込
受
付

場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
込
受
付
開
始
時
間
ま
で
に
集
ま
ら

れ
た
人
を
対
象
に
抽
選
（
予
備
抽
選
・
本
抽
選
）
を
行
い
ま
す
。

抽
選
結
果
に
よ
り
、
順
番
に
区
画
を
選
択
し
、
申
込
手
続
き
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
矢
掛
町
か
ら
の
助
成
金

　 

矢
掛
町
住
宅
団
地
促
進
助
成
金
（
土
地
に
対
す
る
補
助
）

　
　
•
子
育
て
応
援
補
助
金

　
　
　
購
入
者
に
小
学
６
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

　
　
　（
入
居
日
を
基
準
）、
土
地
購
入
費
の
１
割
を
補
助
。

　
　
•
上
下
水
道
加
入
負
担
金
（
φ
13
㎜
）

　
　
•
矢
掛
放
送
加
入
金
（
加
入
・
設
置
さ
れ
た
人
が
対
象
）

　 

矢
掛
町
定
住
促
進
助
成
金
（
建
物
に
対
す
る
補
助
）

　
　
年
齢
・
申
請
時
の
居
住
地
・
３
世
代
世
帯
等
の
条
件
に
よ
り

　
　
50
万
円
〜
１
５
０
万
円
を
補
助
。

■問
矢
掛
町
土
地
開
発
公
社
（
総
務
企
画
課
内
）

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

　
　叙
　位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　故 

守
屋
己
巳
男
氏
（
小
林
）

　
矢
掛
町
議
会
議
員
を
、
11
期
44
年
間
務
め
、
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長
、
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
総
合
開
発
研
究
特
別
委
員

会
委
員
長
等
を
歴
任
。
地
方
自
治
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
川
面
第
３
住
宅
分
譲
地
販
売
受
付
開
始

　

山
野
町
長
が

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
の
理
事
に
就
任

矢掛高等学校

全
国
社
会
福
祉
大
会

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
矢
掛
町
協
働
募
金
会
が
行
っ
て
い
る
「
矢

掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列
」
で
の
街
頭
募

金
活
動
に
20
年
に
わ
た
り
自
主
的
に
参
加
し

て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

矢掛中学校３年
古城 佳奈さん

平
成
30
年
度
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文

優
秀
賞

平
成
30
年
度
善
行
少
年
表
彰（
個
人
の
部
）

　
矢
掛
中
学
校
３
年
　
花
田
　
大
雅
く
ん

矢
掛
小
学
校
６
年
　
武
本
　
栞
奈
さ
ん

山
田
小
学
校
６
年
　
山
邊
　
永
舜
く
ん

中
川
小
学
校
６
年
　
坂
本
多
佳
来
さ
ん

小
田
小
学
校
６
年
　
金
光
　
咲
嬉
さ
ん

　
12
月
20
日
、
山
野
町
長
が
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合

連
合
会
の
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
32
年
12
月
19
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

※面積は測量により多少変更になる可能性があります。
※上記とは別に公共下水道受益者負担金（40万円）が必要となりますが、
　申請により住宅建築完了後、町からの全額助成があります。

●面積および分譲価格
　（単価はいずれも 20,000 円）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

区画

1号地
2号地
3号地
4号地
5号地
6号地
7号地
8号地
9号地
10号地
11号地
12号地
13号地
14号地
15号地
16号地
17号地
18号地
19号地
20号地
21号地

242.94
242.70
242.77
242.77
242.78
242.06
242.06
242.59
244.32
242.29
242.29
244.17
243.08
242.12
242.11
242.89
242.24
242.02
242.33
244.02
241.99

4,858,000
4,854,000
4,855,400
4,855,400
4,855,600
4,841,200
4,841,200
4,851,800
4,886,400
4,845,800
4,845,800
4,883,400
4,861,600
4,842,400
4,842,200
4,857,800
4,844,800
4,840,400
4,846,600
4,880,400
4,839,800

面積
（㎡）

分譲価格

星田川

北田橋

井原線

国道486号線 ㈱矢掛自動車整備工場
至井原 至倉敷

至矢掛市街地

N

分譲地

付 近 見 取 図

矢掛青果市場

㈱サカイ

Information
まちからの

お知らせ

N

電柱（予定）

① ⑤
⑥
⑦
⑧

②

③

④

⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮

⑰
⑱

⑳
㉑
公園

⑲

⑯
ゴミ
ステ
ーシ
ョン
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•幼稚園は園児数減少により活動に偏りがあり、集団活動ができにくい。
【参考】2019（平成 31）年度 入園希望者
矢掛幼稚園　5歳 3人　4歳 9人
美川幼稚園　5歳 3人　4歳 0人
山田幼稚園　5歳 5人　4歳 1人
川面幼稚園　5歳 4人　4歳 1人

•幼稚園は、３歳児受入れの希望があるが現状幼稚園施設では受入れできない。
•保育園は、０～２歳児の待機児童対応が必要。
•幼保ともに、教諭・保育士等の人材確保が必要。

 
 

 
 
 

 
 
 

就学前教育・保育施設
の環境改善が必要

園舎は、現矢掛幼稚園舎を全面改修、矢掛保育園舎を一部改修して２園舎を一体的に活用。（専用通路あり）
４幼稚園・矢掛保育園とも2019年度までは、現在の園舎を利用。
※矢掛幼稚園舎改修のため、矢掛幼稚園児は年度途中から川面幼稚園へ通園。
※認定こども園移行時に、４幼稚園と矢掛保育園は廃止。
矢掛保育園以外の保育園（三谷・中川・小田）は当面現行のとおり運営。

認定こども園 
•3～ 5歳児は共通教育 
•0～ 2歳児は保育園と同じ 
（保護者の就労必要） 
•家庭保育世帯の子育て支援 

なぜ「認定こども園」へ移行するの？

「認定こども園」の目指す方向性（案）

「認定こども園」になるとどうなるの？

「認定こども園」の1日のスケジュール（予定）

①保護者の就労に関係なく、３歳児の受入れをスタート。
②認定こども園内の自園調理で、食物アレルギーに細やかに対応。（園栄養士による食育指導）
③異年齢交流活動（低年齢児とかかわり、思いやる気持ちを育む。）
④友達同士の横のつながりや活動の幅を広げ、意欲・関心を育て、ルールの大切さを学ぶ。
⑤発達の気になる子等への支援として、状況に応じ小集団活動の場を設ける。
⑥地域の人との交流や外部講師等により、好奇心が育つ教育を推進する。
⑦家庭保育世帯が認定こども園に来て遊ぶことができる行事やふれあいの場を設ける。

 
 

 
 

 
 

 

幼稚園
4 歳・5歳児教育 

 
 

保育園
0 ～ 5歳児保育

（保護者の就労が必要）  

時　　刻 ７：30
９：00

８：30
９：30

11：00
12：30

13：00
13：30

14：00
14：40
15：00

16：00
18：30

19：00
 

0～2歳児クラス
（現保育園と同じ）
保護者の就労が
必要　　　　　

順
次
登
園

順
次
登
園

登

　園

 

お
や
つ

お
や
つ

と
あ
そ
ぶ

先
生
や
友
達

給

　食

絵

　本

室
内
あ
そ
び

 
 

午

　睡

午

　睡

午
睡
準
備

降
園
準
備

午
後
あ
そ
び

降

　園

（
有
料
）

預
か
り
保
育

長時間利用
 

（保護者の就
労必要）

目
覚
め

（
好
き
な
あ
そ
び
）

継
続
保
育
（
好
き
な
あ
そ
び
）

継
続
保
育

（
有
料
）

延
長
保
育

（
有
料
）

延
長
保
育

順
次
降
園

順
次
降
園

最
終
降
園

最
終
降
園

 

降
園
準
備

お
や
つ

目
覚
め

降
園
準
備

 

短時間利用
（保護者の就
労関係なし）

 
 

３
〜
５
歳
児
ク
ラ
ス

共通教育時間
（クラス活動・異年齢交流・給食）
運動、創作活動、季節のあそび
音楽あそび、英語あそび
室内・園庭あそび・園外散策など
給食準備・給食
帰りのつどい（活動の話し合い）

　町では、2020年４月の開設を目標に町内の４幼稚園と矢掛保育園を一体化した「認定こども園」へ移行します。
　この度の平成30年12月議会で設計委託費予算が可決されました。
　今後も町民の皆さんのご理解とご協力を得ながら、矢掛町の未来を担う子どもたちのより良い保育・教育環境
の充実に向け、取り組んでいきます。

　町では、2020年４月の開設を目標に町内の４幼稚園と矢掛保育園を一体化した「認定こども園」へ移行します。
　この度の平成30年12月議会で設計委託費予算が可決されました。
　今後も町民の皆さんのご理解とご協力を得ながら、矢掛町の未来を担う子どもたちのより良い保育・教育環境
の充実に向け、取り組んでいきます。

　町では、2020年４月の開設を目標に町内の４幼稚園と矢掛保育園を一体化した「認定こども園」へ移行します。
　この度の平成30年12月議会で設計委託費予算が可決されました。
　今後も町民の皆さんのご理解とご協力を得ながら、矢掛町の未来を担う子どもたちのより良い保育・教育環境
の充実に向け、取り組んでいきます。

■問保健福祉課子育て支援室
　☎（82）1013  有線　0532
　教育委員会教育課学校教育係
　☎（82）2100  有線　0621

■問保健福祉課子育て支援室
　☎（82）1013  有線　0532
　教育委員会教育課学校教育係
　☎（82）2100  有線　0621「認定こども園」に移行します

2020年 4月の開設を目標

↑幼保交流あそびの様子。
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Information
まちからの

お知らせ

■問
総
務
企
画
課
企
画
係 

☎（
82
）１
０
１
０ 

有
線
０
５
２
１

　 

ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員
（
下
表
）
ま
で

平
成
31
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

豪
雨
災
害
復
旧
な
ど
に
４
億
４
１
０
０
万
円

早
期
復
興
に
向
け
、４
度
目
の
災
害
復
興
補
正
予
算

　
矢
掛
町
で
は
、平
成
31
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
施
団
体・個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
自

ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
的
に
地

域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
助
成
希
望
者
・
団
体
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
家
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
規
創
業
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
お
考
え
の
人
へ

　
矢
掛
町
で
は
、
県
下
一
有
利
な
補
助
制
度
を
設
け
て
、
法
人
事
業
者
、
個
人
事
業
者
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
空
き
家
を
活
用
し
て
新
規
に
創
業
を
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

必
ず
事
業
着
手
前
に
産
業
観
光
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
手
後
に
申
請
し
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　
☎（
82
）１
０
１
１

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•
将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も

長
く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•
町
の
他
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

•
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、
私
有
地
（
本
来
、
個
人
で
管
理

す
べ
き
場
所
）
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
計
画
書
の
提
出
期
限
・
場
所

　
平
成
31
年
２
月
15
日
㈮ 

午
後
５
時
必
着

•
地
域
内
の
活
動…

各
地
区
公
民
館
へ

※

た
だ
し
、
中
川
地
区
に
つ
い
て
は
総
務
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

•
そ
の
他
の
全
町
的
活
動…

総
務
企
画
課
企
画
係

矢掛

美川

三谷

◎古城　國彦
　古城　賢徳
　井辻　美緒
◎坂本　　隆
　片山　和典
◎浅野　伸夫
　椎葉美恵子

山田

川面

中川

小田

◎笠原　克彦
　岸野　榮治
◎山室　健一
　水谷　静夫
◎髙月憲二郎
　佐藤　登事
◎土井　重光
　藤岡真理子

●ふるさと創生実行委員（◎は公民館長）

空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

（
町
外
者
は
、
町
内
に
住
所
に
移
し
て
事
業

を
行
う
こ
と
）

•
新
規
創
業
後
、週
３
日
以
上
営
業
す
る
こ
と

•
備
中
西
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
、
補

助
金
交
付
か
ら
５
年
以
上
空
き
家
を
店
舗
と

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
等

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

①
設
備
資
金
補
助

空
き
家
購
入
費
・
改
修
費
・
設
備
備
品
導
入

等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
２
／
３
以
内

（
補
助
上
限
額
３
０
０
万
円
）

②
経
営
支
援
補
助

市
場
調
査
・
販
路
開
拓
・
展
示
会
出
展
・

広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
１
／
２
以
内

（
補
助
上
限
額
１
０
０
万
円
）

③
賃
借
料
補
助

（
空
き
家
を
借
り
て
創
業
す
る
場
合
）

※

創
業
か
ら
２
年
を
限
度
。
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
を
除
く
。

１
年
目 

補
助
率
２
／
３

（
補
助
上
限
額
80
万
円
）

２
年
目 
補
助
率
１
／
２

（
補
助
上
限
額
60
万
円
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘
致
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
後
、
３
年
間
は
事
業
継

続
す
る
こ
と

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
時
か
ら
１
週
間
以
内
に

40
歳
未
満
の
者
を
最
低
１
人
常
用
雇
用
す

る
こ
と

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

•
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
に
要
す
る

空
き
家
改
修
費
、
そ
の
他
設
備
整
備
経
費

•
建
物
改
修
費
（
事
業
活
動
に
付
帯
し
て
必

要
な
設
備
・
機
械
類
も
含
む
）

•
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費

•
通
信
環
境
整
備
費

•
事
務
機
器
等
（
備
品
等
を
含
む
）

　
補
助
率
３
／
４
以
内

　（
補
助
上
限
額
７
５
０
万
円
）

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

【
保 

育 

士
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

【
介
護
福
祉
士
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
介
護
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
夜
間
勤
務
（
矢
掛
寮
は
宿
直
勤
務
）
が
可
能
な
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
・
た
か
つ
ま
荘
・
矢
掛
寮

【
調 

理 

員
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
調
理
業
務
経
験
が
あ
る
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
、矢
掛
寮
、町
内
保
育
園
、給
食
セ
ン
タ
ー

●
そ 

の 

他
　
就
業
時
間
、休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※

受
付
期
限
お
よ
び
試
験
日
は
随
時
で
す
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

●
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

　
　
　
　
　
　
間
取
り 

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
家
賃
（
月
額
）
４
万
円

　
　
　
　
　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
千
円

●
募
集
期
間
　
１
月
９
日
㈬
〜
１
月
21
日
㈪

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

入
居
者
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
コ
ー
ポ
さ
く
ら
入
居
者
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）
を同封して送付してください。

　
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め
の
知
識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お

達
者
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
参
加
し
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
対 

象 

者
　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
町
民
の
人

●
と 

こ 

ろ
　
矢
掛
荘
、
長
楽
園
（
送
迎
・
食
事
あ
り
）

　
　
　
　
　
　※

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
期
間
　
４
〜
６
月 

月
４
回
開
催

●
利 

用 

料
　
１
回
８
０
０
円

●
申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈮

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
82
）１
０
１
３

い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
介
護
予
防

４
〜
６
月
の
お
達
者
教
室
参
加
者
募
集

●
と
　
　
き
　
２
月
23
日
㈯
　
午
前
11
時

●
と 

こ 

ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
講
座
生
発
表
会

　
午
前
11
時
〜
　
各
講
座
作
品
展
示

　
　
　
　
　
　
　（
料
理
・
華
道
・
洋
裁
・
絵
手
紙
・
書
道
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
お
茶
席

　
午
後
１
時
〜
　
舞
台
発
表
（
大
正
琴
・
着
付
け
・
太
極
拳
）

●
講 

演 

会
（
入
場
無
料
・
整
理
券
不
要
）

　
午
後
２
時
20
分
〜
　
開
会

　
午
後
２
時
30
分
〜
　
開
演

　
テ
ー
マ
「
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
〜
み
ん
な
の
笑
顔
の
講
演
会
・
命
を
輝
か
せ
る
〜
」

　
講
　
師
　
佐
久
間
　
レ
イ 

氏

■問
ふ
れ
あ
い
会
館
　
☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
発
表
会
・
人
権
啓
発
講
演
会

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
で
、
４
億
４
１
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
は
１
０
６
億
２
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
豪
雨
災
害
関
連
の
補
正
予
算
（
第
２
号
〜
第
５
号
）
の
総
額
は
約
17
億
４
４
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　【
災
害
復
旧
関
連
　
約
４
億
２
３
０
０
万
円
】

　
•
災
害
ご
み
の
県
外
へ
の
運
搬
・
処
分
　
１
億
１
１
８
万
円

　
•
中
川
小
学
校
復
旧
（
追
加
）
４
１
５
９
万
２
千
円

　
•
被
災
家
屋
の
自
費
解
体
（
追
加
）
７
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
公
費
解
体
（
追
加
）
２
２
０
０
万
円

　
•
農
機
な
ど
の
修
理
や
買
い
替
え
補
助
（
追
加
）
２
８
２
５
万
円

　
•
小
田
川
の
雑
木
伐
採
（
県
か
ら
の
委
託
）（
追
加
）
１
３
０
０
万
円

　【
認
定
こ
ど
も
園
の
改
修
設
計
・
地
質
調
査
委
託
費
　
７
０
０
万
円
】
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Information
まちからの

お知らせ

■問
総
務
企
画
課
企
画
係 

☎（
82
）１
０
１
０ 

有
線
０
５
２
１

　 

ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員
（
下
表
）
ま
で

平
成
31
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

豪
雨
災
害
復
旧
な
ど
に
４
億
４
１
０
０
万
円

早
期
復
興
に
向
け
、４
度
目
の
災
害
復
興
補
正
予
算

　
矢
掛
町
で
は
、平
成
31
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
施
団
体・個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
自

ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
的
に
地

域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
助
成
希
望
者
・
団
体
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
家
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
規
創
業
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
お
考
え
の
人
へ

　
矢
掛
町
で
は
、
県
下
一
有
利
な
補
助
制
度
を
設
け
て
、
法
人
事
業
者
、
個
人
事
業
者
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
空
き
家
を
活
用
し
て
新
規
に
創
業
を
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

必
ず
事
業
着
手
前
に
産
業
観
光
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
着
手
後
に
申
請
し
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　
☎（
82
）１
０
１
１

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•
将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も

長
く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•
町
の
他
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

•
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、
私
有
地
（
本
来
、
個
人
で
管
理

す
べ
き
場
所
）
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
計
画
書
の
提
出
期
限
・
場
所

　
平
成
31
年
２
月
15
日
㈮ 

午
後
５
時
必
着

•
地
域
内
の
活
動…

各
地
区
公
民
館
へ

※

た
だ
し
、
中
川
地
区
に
つ
い
て
は
総
務
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

•
そ
の
他
の
全
町
的
活
動…

総
務
企
画
課
企
画
係

矢掛

美川

三谷

◎古城　國彦
　古城　賢徳
　井辻　美緒
◎坂本　　隆
　片山　和典
◎浅野　伸夫
　椎葉美恵子

山田

川面

中川

小田

◎笠原　克彦
　岸野　榮治
◎山室　健一
　水谷　静夫
◎髙月憲二郎
　佐藤　登事
◎土井　重光
　藤岡真理子

●ふるさと創生実行委員（◎は公民館長）

空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

（
町
外
者
は
、
町
内
に
住
所
に
移
し
て
事
業

を
行
う
こ
と
）

•
新
規
創
業
後
、週
３
日
以
上
営
業
す
る
こ
と

•
備
中
西
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
、
補

助
金
交
付
か
ら
５
年
以
上
空
き
家
を
店
舗
と

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
等

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

①
設
備
資
金
補
助

空
き
家
購
入
費
・
改
修
費
・
設
備
備
品
導
入

等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
２
／
３
以
内

（
補
助
上
限
額
３
０
０
万
円
）

②
経
営
支
援
補
助

市
場
調
査
・
販
路
開
拓
・
展
示
会
出
展
・

広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
等
に
要
す
る
経
費

補
助
率
１
／
２
以
内

（
補
助
上
限
額
１
０
０
万
円
）

③
賃
借
料
補
助

（
空
き
家
を
借
り
て
創
業
す
る
場
合
）

※

創
業
か
ら
２
年
を
限
度
。
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
を
除
く
。

１
年
目 

補
助
率
２
／
３

（
補
助
上
限
額
80
万
円
）

２
年
目 

補
助
率
１
／
２

（
補
助
上
限
額
60
万
円
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘
致
事
業
補
助
金

●
主
な
申
請
条
件

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
後
、
３
年
間
は
事
業
継

続
す
る
こ
と

•
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
時
か
ら
１
週
間
以
内
に

40
歳
未
満
の
者
を
最
低
１
人
常
用
雇
用
す

る
こ
と

●
対
象
経
費
・
補
助
金
額

•
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
に
要
す
る

空
き
家
改
修
費
、
そ
の
他
設
備
整
備
経
費

•
建
物
改
修
費
（
事
業
活
動
に
付
帯
し
て
必

要
な
設
備
・
機
械
類
も
含
む
）

•
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費

•
通
信
環
境
整
備
費

•
事
務
機
器
等
（
備
品
等
を
含
む
）

　
補
助
率
３
／
４
以
内

　（
補
助
上
限
額
７
５
０
万
円
）

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

【
保 

育 

士
】
嘱
託
職
員 
数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

【
介
護
福
祉
士
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
介
護
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
夜
間
勤
務
（
矢
掛
寮
は
宿
直
勤
務
）
が
可
能
な
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
・
た
か
つ
ま
荘
・
矢
掛
寮

【
調 

理 

員
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
調
理
業
務
経
験
が
あ
る
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
、矢
掛
寮
、町
内
保
育
園
、給
食
セ
ン
タ
ー

●
そ 

の 

他
　
就
業
時
間
、休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※

受
付
期
限
お
よ
び
試
験
日
は
随
時
で
す
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

●
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

　
　
　
　
　
　
間
取
り 

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
家
賃
（
月
額
）
４
万
円

　
　
　
　
　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
千
円

●
募
集
期
間
　
１
月
９
日
㈬
〜
１
月
21
日
㈪

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

入
居
者
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
コ
ー
ポ
さ
く
ら
入
居
者
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）
を同封して送付してください。

　
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め
の
知
識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お

達
者
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
参
加
し
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
対 

象 

者
　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
町
民
の
人

●
と 

こ 

ろ
　
矢
掛
荘
、
長
楽
園
（
送
迎
・
食
事
あ
り
）

　
　
　
　
　
　※

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
期
間
　
４
〜
６
月 

月
４
回
開
催

●
利 

用 

料
　
１
回
８
０
０
円

●
申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈮

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
82
）１
０
１
３

い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
介
護
予
防

４
〜
６
月
の
お
達
者
教
室
参
加
者
募
集

●
と
　
　
き
　
２
月
23
日
㈯
　
午
前
11
時

●
と 

こ 

ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
講
座
生
発
表
会

　
午
前
11
時
〜
　
各
講
座
作
品
展
示

　
　
　
　
　
　
　（
料
理
・
華
道
・
洋
裁
・
絵
手
紙
・
書
道
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
お
茶
席

　
午
後
１
時
〜
　
舞
台
発
表
（
大
正
琴
・
着
付
け
・
太
極
拳
）

●
講 
演 
会
（
入
場
無
料
・
整
理
券
不
要
）

　
午
後
２
時
20
分
〜
　
開
会

　
午
後
２
時
30
分
〜
　
開
演

　
テ
ー
マ
「
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
〜
み
ん
な
の
笑
顔
の
講
演
会
・
命
を
輝
か
せ
る
〜
」

　
講
　
師
　
佐
久
間
　
レ
イ 
氏

■問
ふ
れ
あ
い
会
館
　
☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
発
表
会
・
人
権
啓
発
講
演
会

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
で
、
４
億
４
１
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
は
１
０
６
億
２
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
豪
雨
災
害
関
連
の
補
正
予
算
（
第
２
号
〜
第
５
号
）
の
総
額
は
約
17
億
４
４
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　【
災
害
復
旧
関
連
　
約
４
億
２
３
０
０
万
円
】

　
•
災
害
ご
み
の
県
外
へ
の
運
搬
・
処
分
　
１
億
１
１
８
万
円

　
•
中
川
小
学
校
復
旧
（
追
加
）
４
１
５
９
万
２
千
円

　
•
被
災
家
屋
の
自
費
解
体
（
追
加
）
７
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
公
費
解
体
（
追
加
）
２
２
０
０
万
円

　
•
農
機
な
ど
の
修
理
や
買
い
替
え
補
助
（
追
加
）
２
８
２
５
万
円

　
•
小
田
川
の
雑
木
伐
採
（
県
か
ら
の
委
託
）（
追
加
）
１
３
０
０
万
円

　【
認
定
こ
ど
も
園
の
改
修
設
計
・
地
質
調
査
委
託
費
　
７
０
０
万
円
】

9 平成31年１月号



　

10平成31年１月号

申告相談期間

2月18日（月）～ 3月15日（金）
  ※所得税等の還付申告は、１月4日（金）以降、税務署で受け付けています。

平｠ 成30
年
分
の
申
告
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
必
ず

期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

TAX所得税および復興特別所得税
町 県 民 税　の申告相談

■問 町民課住民税係・資産税係　☎（82）1011　有線0561
　 笠岡税務署  ☎0865（62）3111 

所得税等の確定申告は税務署へ
　営業所得、農業所得、不動産所得、太陽光売電所得、配当所得、分離課税所得（土地・
建物・株式等の譲渡所得）、住宅ローン控除（1年目）などがある人で、所得税等の確
定申告が必要な人（青色申告者を含む）は、笠岡税務署での相談をお願いします。
　所得税等の確定申告書を自分で作成した人は、郵便やe-Taxなどにより申告期限
までに税務署へ提出してください。

　【笠岡税務署】　〒714-0086　笠岡市五番町5-48
　　受付時間　平日午前9時～午後4時

◆
申
告
が
必
要
な
人

• 

平
成
30
年
中
に
営
業
、
農
業
な

ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

• 

地
代
、
家
賃
、
配
当
、
譲
渡
、

年
金
な
ど
の
所
得
の
合
計
額
が

基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
人

※ 

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
百
万
円
以
下
で
公
的
年
金
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
で
も
町
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

の
場
合

　

通
常
、
所
得
税
等
は
年
末
調
整

に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
の
で
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。

• 

給
与
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

る
人

• 

給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

が
20
万
円
を
超
え
る
人

• 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人

所
得
税
等
の
確
定
申
告

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
矢

掛
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該

当
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

• 

平
成
30
年
中
に
営
業
、
農
業
な

ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

• 

地
代
、
家
賃
、
不
動
産
取
引
に

よ
る
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人
（
た
だ
し
、
所
得
税
等
の

確
定
申
告
を
す
る
人
は
不
要
。）

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
「 

収
入
が
な
い
」
場
合
も
申
告

が
い
る
の
？

　
収
入
が
な
い
場
合
も
本
人
ま
た

は
ご
家
族
の
町
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。（
た
だ
し
他
の

人
の
扶
養
親
族
と
し
て
会
社
の
年

末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
を
行
う

場
合
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
申
告
を
し
て
い
な
い
と

前
述
の
保
険
税
・
料
な
ど
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告

  申告書にはマイナンバーの記載が必要です！！
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きにはマイナンバー
の記載とともに、本人確認書類の提示が必要です。
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日　　程 対象地区 相  談  会  場 混雑予想
２月18日㈪

全地区
町役場３階
大会議室

全　日
19日㈫ 全　日
20日㈬ 午　前

　　21日㈭ 午　前
　　22日㈮
　　25日㈪ 美川地区 美川生活改善センター

26日㈫ 三谷地区 三谷コミュニティセンター
　　27日㈬ 山田地区 山田会館
　　28日㈭ 小田地区 こうど会館

★  2月 25日㈪～ 3月 1日㈮までの間は、矢掛町役場での申告相談は行いません。また、２月25日㈪～３月４日㈪
までの間、対象地区以外の人の相談はご遠慮ください。

日　　程 対象地区 相  談  会  場 混雑予想
３月　1日㈮ 川面地区 鵜江会館

4日㈪ 中川地区 町役場 3階 大会議室
5日㈫

全地区
町役場３階
大会議室

全　日
6日㈬ 午　前
7日㈭ 午　前
8日㈮
11日㈪ 午　前
12日㈫
13日㈬ 午　前
14日㈭ 全　日
15日㈮ 全　日

申告相談日程表
（午前 8時半～正午、午後１時～４時）

TAX税の申告相談

確定申告書等作成コーナー
をご利用ください

国税庁で 検 索

□  マイナンバーカード（個人番号カード）
　  ※お持ちでない人は「通知カード又はマイナンバー記
載の住民票」および「本人確認書類（運転免許証など）」

□  印鑑（シャチハタ不可）、筆記用具、電卓
□  申告書用紙（税務署から申告書を送付されている人）
□  給与や年金がある人は源泉徴収票、支払報告書 
□  営業、農業、不動産、太陽光売電などの各収入がある人
は収支内訳書を作成の上、収入や支出が証明できるも
の

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□  雑損控除を受ける人は、確定申告事前相談会（平成30
年12月開催）で作成した計算書等

□  社会保険料控除を受ける人は国民健康保険税などの支
払額がわかるものや国民年金の控除証明書など

□  生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は保険料
の支払用控除証明書

□  医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書、保険
で補てんされる金額の明細書等

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□ 寄附金控除を受ける人は寄附金の領収書 
□  障害者控除を受ける人は障がい者であることが明らか
にできるもの（障害者手帳など） 

□  親族関係書類及び送金関係書類（日本国外に居住する
親族に係る扶養控除等の適用を受ける場合）

　速やかに申告相談を行うため、特に次のものについては
事前準備をしてお越しください。
•医療費控除を申告するための医療費控除の明細書
• 営業所得、農業所得などの収支内訳書
※内容ごとにまとめておいてください。

事前準備でスムーズな申告を申告に必要なもの

申告に必要な書類について
•収支内訳書、申告書などの必要書類は、２
月から町民課でお渡しできる予定です。
•所得税等の確定申告用の書類は、国税庁
ホームページからも印刷可能です。
•町県民税の申告用の書類は、町ホームペ
ージからも印刷可能です。

　受付は、午前８時から相談会場で行います。それより早く来られた場合は、
会場の外でお待ちいただくことになりますので、ご了承ください。
　中川地区については、中川町民会館が平成 30年７月豪雨による改修工事
中のため、今回は町役場で実施します。

平成30年７月豪雨で被災された皆さんへ
　災害により住宅や家財に損害を受けた場合、所得税法に
よる雑損控除または災害減免法による税の軽減が適用に
なりますので、笠岡税務署または矢掛町役場町民課へ必ず
事前に相談の上、関連資料を準備してください。資料が整
わない場合、申告できませんので、必ず事前の相談をお願
いします。
　なお、以下のとおり説明会も開催します。
　と　き　　２月３日㈰　午前10時～正午
　ところ　　農村環境改善センター多目的ホール



2月の健康カレンダー

Health  Calendar　FebruaryHealth  Calendar　February

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1 時
開催：午後 1 時～  6日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時20分～9 時30分
開催：午前 9時 30分～14日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児
受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～20日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1 時21日㈭ 栄養改善教室

と　　　き 内　　　容

休日当番医

  3日㈰
10日㈰
11日㈪/㈷

※事前に連絡をしてから受診してください。
24日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院

☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
17日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)０２０２山縣内科医院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

保健福祉課
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

予防方法
•家に帰ったら、手洗い・うがいをする。
•人混みに入るときは、マスクを着用する。
•高齢者や慢性疾患を持っている人などは、人混みを
避ける。
•十分な睡眠、バランスの良い食事を心がける。
•室内では、加湿器を使うなど適度な湿度 （湿度：
50％～ 60％）を保つ。

かかったかな？という時は
•早めに医療機関を受診する。
•人込みや繁華街への外出を控え、無理をして学校や
職場等へ行かない。
•必ずマスクをして、できるだけ昼間に受診する。
•周りの人にうつさないように「咳
エチケット」を心がける。
•水分を十分とり、安静にして休
養をとる。

冬場に猛威をふるう感染症を予防しましょう!!
　岡山県では、12月 13日に「食中毒（ノロウィルス）注意報」と「インフルエンザ注意報」が発令されました。
どちらも冬場に猛威をふるう感染症です。手洗い・うがいを励行し、予防に努めましょう。発症した場合は二次
感染を防ぐため、早めに医療機関にかかるなど適切に対処しましょう。

予防方法
•調理前や用便後は、石けんを用い、十分な流水で手
を良く洗う。
•食品に直接触れる際にはできるだけ、「使い捨て手
袋」を着用。
•下痢や嘔吐等の症状がある場合は食品を直接取り扱
う作業に従事しない。
•二枚貝などを取り扱う時は、専用の調理器具（まな
板、包丁等）を使用するか、取り扱った後は、調理
器具を十分に洗浄消毒する。
•加熱が必要な食品は、中心部まで十分に加熱して食
べる。
※ノロウィルスには、加熱（85℃～ 90℃で 90秒以上）
や次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が有効。

かかったかな？という時は
•「脱水症状」に注意し、症状が落ち着いた時に、少
しずつ補給を行う。
•汚物（嘔吐物や排泄物）の処理は適切に素早く行う。
使い捨て手袋、ガウン、マスク等
個人防護具を着用し、塩素系消毒
剤を使用し、消毒する。

ノロウィルス インフルエンザ

　

12平成31年１月号



13 平成31年１月号

まちのわだい

　岡山県が進める「企業との協働の森づくり事業」
に参画している３企業（立花容器㈱、丸五ゴム工業
㈱、荒川化学工業㈱）により、今年も植樹および植
樹苗木保育のための下草刈り等の森林活動が行われ
ました。
　それぞれ亀島キャンプ場周辺および茶臼山文化の
丘周辺の町有林で、活動を実施しました。
　これらの活動は町との協定に基づき、今後も計画
的に実施され、山林の保全に努めます。

　12月 11日、「第15回岡山武蔵倶楽部大賞・特
別賞」（岡山武蔵倶楽部主催）の表彰式が開催され、
矢掛町は大賞を受賞しました。この日は、山野町長、
㈱シャンテの安達精治代表取締役CEO、㈱やかげ
宿の繁森良二専務が出席しました。
　これは、地域の魅力づくりに貢献した団体や行事
を称える表彰で、矢掛町が官民連携して古民家を宿
泊施設やレストランに再生し、観光を核に活性化に
取り組んでいる点や「アルベルゴ・ディフーゾ」に
認定され、海外からの誘客につなげている点が評価
されたものです。

　12月 22日、やかげ文化センターで「クリスマ
スキラキラコンサート」が開催されました。
　この日は、ピアノ、ヴァイオリン、チェロの演奏
にあわせてソプラノ歌手の矢野文香氏とテノール歌
手の谷口文敏氏が見事な歌声を披露。クリスマスソ
ングはもちろん、童謡からＪポップまで幅広い曲目
を披露し、観客を魅了しました。
　さらに、コンサートの途中にはピエロが登場し、バ
ルーンアートを配るなど会場は大盛り上がり。来場
者はクリスマス前に楽しいひと時を過ごしました。

豊かな森づくりで社会貢献

矢掛町が大賞受賞、武蔵倶楽部表彰式クリスマスを彩る美しいハーモニー

↑立花容器の森 ↑マツタロウの森

↑丸五矢掛の森

↑表彰式に臨んだ山野町長、安達社長、繁森専務。↑見事な歌声に来場者は魅了されました。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

展　示　室

収蔵品展　冬を愉
た の

しむ
　　　　　　会期 /〜2月24日（日）

やかげ郷土美術館
facebook
いいね！を

お願いします
↓

町民ギャラリー

佐
藤
一
章
《
北
海
の
雪
》

１
９
５
４
年

◆第20回やの会　美術展　　　　　  1 月   5 日（土）午後〜 14 日（月・祝）

◆第18回暮らしの書　年賀状展　   1 月 17 日（木）〜 20 日（日）

◆きらきら作品展　　　　　　　　　  1 月 23 日（水）〜 2 月 8 日（金）

◆美術館講座作品展　京花傳　　　　 ２月10 日（日）・11 日（月・祝）
　　　　　　　　　　　　 洋　画　　　　 ２月13 日（水）〜 17 日（日）
　　　　　　　　　　　　書　道　　　　 ２月19 日（火）〜 24 日（日）
　　　　　　　　　 　　 日本画・短歌　 ２月26 日（火）〜３月３日（日）　

　
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　明けましておめでとうございます。2019年の幕開け
です。今年の話題としては新元号や消費税増税、残り1

年となった東京オリンピックなどではないでしょうか。また自然災害の脅威については、
日頃から防災意識を高めていく上で１人ひとりが身近な問題として捉えることが大切に
なってくると思います。図書館ではこうした関連資料もたくさん用意していますので今
年も多いに図書館をご利用ください。
　図書館職員一同皆さんのご来館を心よりお待ちしています。本年もどうぞよろしくお
願いいたします。

カウンターからの情景

「天下人の書状をよむ　岡山藩池田家文書」岡山大学附属図書館・林原美術館／編　吉川弘文館／発行
　織田信長・豊臣秀吉・徳川家康ら天下人より送られた書状など96点を一挙公開。

「NHKガッテン！コレステロール本当の健康新常識」主婦と生活社／発行
　最新研究で分かったコレステロール＆中性脂肪の本当の新常識を一挙紹介。

は休館日

2月の図書館カレンダー

24 25 26

日

4 5 6 87
1
9
4

10
3
11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
27 28

火水木金土月

1月の休館日
　21日（月）・28日（月）

新しく入った本

図書館のイベント
おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　1月26日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアター、
おりがみ教室など

朝一落語
◆と　き　1月12日㈯　午前9時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　�車家化狐。さんによる楽しい落語

えいごであそぼう
◆と　き　1月 19日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

日時、内容等は図書館へお問い合わせ
ください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

＊入場無料
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■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

しています。
　皆さんも事件事故に遭わないように注意するとともに、
遭った場合や、不審な人・車両等を見かけた際には、迷
わず110番をお願いします。
　110番は、皆さんと警察の必要不可欠なホットライン
です。一刻も早い110番通報をお願いします。一方で、
110番通報の内、いたずら電話や緊急ではないものも数
多く含まれており、緊急通報の弊害となっています。警
察への問い合わせや要望・苦情は最寄りの警察署や交番、
駐在所へご連絡をお願いします。
　緊急性のない相談等は、警察相談専用電話（♯9110）
へ電話してください。

　昨年12月４日、宮崎県高千穂町において家族等６人が
殺害された事件をはじめ、富山県内においては元自衛官に
よる警察官殺傷事件が発生しているように全国で、尊い命
が奪われる凶悪な事件が多数発生しています。
　また、交通関係においても一昨年６月には東名高速道路
でサービスエリアでの車両の停止方法を注意されたことに
腹を立て、あおり運転で高速道路上に車両を停止させ、後
続車が追突し男女２人が死亡する事故が発生しています。
　矢掛町内においては、昨年は自転車の盗難、さい銭狙い、
事務所荒らしなど窃盗事件が大幅に増えています。交通事
故については、人身事故は減少したものの物損事故が増加

明けましておめでとうございます
　～1月10日は110番の日
　　事件・事故等でお困りの際には迷わず110番～

        た ぐちはる と

田口遙人くん（中）
（H30年 1 月2 日生まれ）
いつも可愛い笑顔ありがとう♡
元気に育ってね♡

 　いけ  だ    お と

池田奏音ちゃん（江良）
（H30年 1 月19 日生まれ）
たくさんの人を幸せにして
これからも元気に育ってね！！

  まなべ

間部こはるちゃん（浅海）
（H30年 1 月16 日生まれ）
のびのび元気に大きくなって
ね！

     かわかみ は　る

川上晴琉くん（東川面）
（H30年 1 月21 日生まれ）

元気にすくすく育ってね♡

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

★ 対 象 者★　 町内在住で平成 30 年 2 月生まれのお子さん
★応募期限★　平成31年1月31日（木）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年

月日⑤電話番号⑥ 20字程度のメッセージを添えてご応募く
ださい。

★ 応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）
　　　　　　　矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線 0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

2 月生まれ募集中

１月26日は文化財防火デーです
　昭和24年１月26日法隆寺金堂の壁画が焼損したことにより、昭和30年から毎年１月26日を「文
化財防火デー」と定めており、今年で64回目になります。これは文化財を火災、震災その他の災害
から守るための運動を全国的に展開し、文化財愛護精神の高揚を図ることを目的としています。
　文化財は私たちの貴重な財産であるため、このような各種災害から文化財を守るためには、関係機関や文化財関係
者のみならず、地域住民である皆さんの防火・防災意識を高めていただくことが重要です。
　国・県・市により指定されている文化財はもとより、地域の神社、仏閣もみなさんの財産です。地域ぐるみで文化
財を各種災害から守りましょう。

消防本部からのおしらせ

■問 消防本部予防課　☎（62）9402

井原警察署
矢掛幹部派出所

15 平成31年１月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支

援

員

募

集

◦
仕
事
内
容
　
小
学
校
授
業
終
了
後

や
長
期
休
暇
の
時
に
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
、
児
童
が
健
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

を
行
う
事
業
で
す
。

◦
勤
務
条
件

◦
勤
務
場
所

　
美
川
小
学
校
内
（
４
月
か
ら
）

◦
時
　
間

　（
平
日
）
午
後
２
時
～
午
後
６
時

30
分

　（
長
期
休
暇
等
）
午
前
７
時
30
分

～
午
後
６
時

※
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◦
賃
　
金

　
放
課
後
児
童
支
援
員
等
有
資
格
者

　
　
　
　
…
１
１
０
６
円
／
時

　
そ
の
他
…
８
９
２
円
／
時

※
福
利
厚
生
　
労
災
保
険
加
入

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
１
月
11
日
㈮
、25
日
㈮
、

２
月
８
日
㈮
、
22
日
㈮
　
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
が
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
く
と
優

先
的
に
相
談
で
き
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
２
月
20
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
　
２
階
　
農
業
研
修
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
２
月
６
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
２
月
13
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き

　
１
月
18
日
㈮
　
午
前
９
時
～
正
午

相

　
　談

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ

陸
海
空
自
衛
官
の
採
用
上
限

年
齢
を
引
き
上
げ
ま
し
た

　
自
衛
官
候
補
生
お
よ
び
一
般
曹
候

補
生
の
採
用
年
齢
の
範
囲
が
平
成
30

年
10
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
現
行
の
18
歳
以
上
27
歳

未
満
か
ら
18
歳
以
上
33
歳
未
満
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
じ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
高
梁

地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問
自
衛
隊
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山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
１
月
13
日
㈰
＝

矢
掛
出
張
所
会
議
室
　
午
前
９
時
～

正
午

◦
内
　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
井
原
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）１
２
６
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

２
月
４
日
㈪
・
７
日
㈭
・
15
日
㈮
・

18
日
㈪
・
21
日
㈭
・
22
日
㈮
・
25
日

㈪
・
27
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

２
月
４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、

25
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

下
水
道
管
路
・
マ
ン
ホ
ー
ル

の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す

　
上
下
水
道
課
で
は
、
下
水
道
管
路

お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
の
点
検
・
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
施
設
の
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
中
長
期
的
な
施
設
の
状
態

を
予
測
し
な
が
ら
、
計
画
的
か
つ
効

率
的
に
管
理
を
行
う
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
点
検
・
調
査
の
際
に
は
、
道
路
の

片
側
通
行
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

　
２
月
15
日
㈮
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

に
つ
い
て

◦
と
　き
　
２
月
６
日
㈬
、13
日
㈬
、

20
日
㈬
、
27
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

農業者の老後の備え
に農業者年金
　農業者の方が加入している国民
年金の年金額は、40年加入して１
人月額６万６千円、夫婦２人で月
額13万２千円、年額158万円です。
老後の家計費（夫婦２人で月額23
万円）と比べても月額10万円の差
があります。
　サラリーマン並みの年金を受給
できるよう国民年金の上乗せ年金
として、農業者だけが加入できる
農業者年金の制度があります。
■問 矢掛町農業委員会事務局
　（産業観光課内）☎（82）1016

知って得する！
　農業者年金①（全 3 回）

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り
なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材

お
知
ら
せ

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日 お問い合わせ
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（11 月申請分）  2 月 7日㈭ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（12 月申請分）  １月17日㈭

子ども医療費・心身障害者
医療費・ひとり親家庭等医
療費　　　　（12月申請分）

  １月30日㈬
保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532児童手当 （10月～ 1 月分）  2 月７日㈭

今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

町県民税（４期） １月31日㈭ １月31日㈭

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） １月25日㈮ １月31日㈭
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 1
vol.79

　岡山県教育委員会から今後の高校の在り方をどうするのかについての「案」が公表されま
した。少子化や県内都市部集中が進む中、県全体に出された再編整備基準は主に２つ。
　①入学者数が 2023年度以降２年連続で 100人を下回ると、再編整備の対象とする
　②入学者数が 2023年度以降２年連続で 80人を下回ると、生徒募集を停止する
　この計画案は果たして地方創生の流れに沿っているものなのか？県教委はこの「案」への
意見を広く県民から募集し、全県的な検討を始めようとしています。（詳細は県教委HPで）

高等学校教育体制整備実施計画（案） 11 月15日㈭

３年生の先輩
から各施設で
の仕事のコツ
を引き継ぐ。

２年間の学び
を各班で振り
返り、整理を
して発表。

町の皆さんを
講師にお招き
し、矢掛町の
ことを勉強す
る。

町内14施設で
仕事のお手伝
い。帰校後に
レポート作成。

やかげ学だより 今年で９年目を迎えた「やかげ学」。矢掛高校や矢掛町の中ではすっかりお馴染みの授業となってきました。
しかし全国を見渡してみると、このように長期的な地域連携授業を展開している学校はほとんどなく、今後
の参考にするためにと、今年の「やかげ学発表会」にも県内外から多くの視察の方が来られていました。実
習先の施設の皆さんからも愛され、生徒の満足度も高い「やかげ学」の概要を改めて紹介します。

対象：普通科総合コース
木曜日・午後

やかげ学発表会 inやかげ文化センター 12 月15日㈯
　毎週木曜日の午後。町内 14 の施設で職業体験的な実習を行っている「やかげ学」。その学
びの発表会がやかげ文化センターで行われました。今年で８回目を迎えるこの会では、総合
コース３年生が２年間をかけて行ってきた活動の紹介、反省、工夫、後輩へのアドバイス、
町の皆さんへの感謝など、さまざまな想いを詰め込んで、堂々とした発表を行いました。

岡山ローカルアソシエイト in農村環境改善センター 12 月15日㈯
　岡山県内の中小企業経営者たちが集い、勉強会を行う「岡山ローカルアソシエイト」が矢
掛町で開催されました。県内初の町村開催として行われた会では、矢掛高校も地域社会との
関わりについて発表。地域経済や地域社会にとって高校が果たす役割とは何なのか。地域活
動と教育活動との連動はどうなのか。経営者の皆さんと一緒になっていろいろ勉強をさせて
いただきました。

YKGすみれ in矢掛高校 12 月16日㈰
　障害のある子どもとその親、障害のない子どもとその親たちの交流をすすめている「YKG
すみれ」。福祉や教育に関心のある生徒たちが毎年自主的に工夫しながら活動を展開していま
す。今年のメンバーで４代目。彼女らが今年まず最初に挑戦した企画が、クリスマスシーズ
ンにちなんだ「リース＆スイートポテトづくり」。さまざまな人が一緒になって作業をしてい
く中で、自然に交流が深まっていきました。

【まち講座】
＜２年１学期＞

【引き継ぎ】
＜２年夏休み＞

【まち実習】
＜２年２学期～３年夏休み＞

【発表会】
＜３年２学期＞

編

集

後

記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
町
立
図
書
館

の
司
書
の
皆
さ
ん
が
切
り
絵
で
制
作

し
た
も
の
で
す
。
か
わ
い
ら
し
い
十

二
支
が
勢
揃
い
し
、
お
正
月
を
祝
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
元
号
改
正
や
消
費
税
増

税
な
ど
話
題
が
多
い
一
年
と
な
り
そ

う
で
す
。
矢
掛
町
も
一
年
を
通
し
て

ホ
ッ
ト
な
話
題
を
広
報
紙
で
皆
さ
ん

に
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
２
０
１
９
年
が

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。
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